


７月は

同和問題
啓発強調月間です

県
は
、
毎
年
7
月
を
「
同
和
問
題
啓

発
強
調
月
間
」
と
定
め
、
差
別
を
な
く

す
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

同
和
問
題
の
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い

る
身
分
制
度
が
廃
止
さ
れ
て
1
0
0
年

以
上
た
ち
ま
す
が
、
現
在
も
社
会
や

人
々
の
意
識
の
中
か
ら
差
別
は
な
く
な

っ
て
い
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
出
身
地
や

学
歴
、
家
柄
、
性
別
に
よ
る
差
別
が
今

も
残
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
は
、
こ
の

よ
う
な
「
差
別
」
に
同
調
し
た
り
、
無

関
心
を
装
っ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

就
職
に
関
す
る
差
別

面
接
で
出
身
地
や
家
族
の
仕
事
の
こ

と
な
ど
を
聞
き
、
本
人
の
能
力
と
は
関

係
の
な
い
事
柄
に
関
す
る
評
価
で
、
採

用
を
断
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

結
婚
差
別

結
婚
相
手
が
同
和
地
区
出
身
と
い
う

だ
け
で
、
理
由
も
な
く
親
族
か
ら
反
対

さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
差
別

パ
ソ
コ
ン
の
利
便
性
を
悪
用
し
た
差

別
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
悪
質
な
差
別
中
傷
発
言
を
流
し
、

そ
れ
を
見
た
人
に
誤
っ
た
認
識
を
抱
か

せ
、
差
別
を
あ
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
面
と
向
か
っ
て
「
差

別
」
を
言
葉
や
態
度
に
出
す
こ
と
は
減

っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
心
に
潜
む
差
別

意
識
は
、
完
全
に
は
な
く
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
の
現
実
を
踏
ま
え
、
い
つ
も

「
相
手
の
立
場
」
に
立
つ
こ
と
を
心
が
け

て
、「
差
別
を
し
な
い
、
差
別
を
さ
せ
な

い
、
差
別
を
許
さ
な
い
」
明
る
い
ま
ち

を
私
た
ち
の
手
で
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
に
ち
な
ん

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
あ
り
ま
す
。

同
和
問
題
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

◯
市
同
和
問
題
講
演
会

同
和
問
題
へ
の
理
解
と
認
識
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
の
講
演
会
で
す
。

日
時

7
月
12
日
(土)

午
前
10
時
〜

（
受
付
　
午
前
9
時
30
分
〜
）

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ

ン
ホ
ー
ル
（
大
谷
6
―
24
）

演
題

芸
能
旅
日
記
〜
芸
能
っ
て
な

ん
だ
ろ
う
〜

講
師

中
西
和
久

な
か
に
し
か
ず
ひ
さ

さ
ん
（
俳
優
）

定
員

2
5
0
人
（
当
日
先
着
順
）

◯
県
同
和
問
題
講
演
会

日
時

7
月
18
日
(金)

午
後
1
時
〜
4
時

（
受
付
　
正
午
〜
）

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
原
町

3
―

1
―

7
）

内
容

▽
第
1
部
　
講
演
「
私
の
歩
い
た
道
」

講
師

梅
本

う
め
も
と

テ
ル
子
さ
ん
（
原
爆

の
問
題
や
同
和
問
題
の
語

り
部
）

▽
第
2
部
　
一
人
芝
居
「
15
才
　
学

校
Ⅳ４

」

講
師

福
永
宅
司

ふ
く
な
が
た
く
じ

さ
ん(

福
岡
市
堅か

た

粕か
す

小
学
校
教
諭)

定
員

1

1
1
6
人(

当
日
先
着

順)

◯
街
頭
啓
発

西
鉄
春
日
原
駅
や
J
R
春
日
駅
な

ど
で
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
啓
発
物
品
の

配
布
を
行
い
ま
す
。

期
間

7
月
1
日
(火)
〜
31
日
(木)

問
い
合
わ
せ
先

人
権
女
性
政
策
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
5
3

FAX

身元調査を
しない、させない、許さない。

筑紫地区4市1町では、「身元調査
お断り運動」を推進しています。

◆身元調査は、結婚や就職などの時に
本人の知らないところで、「生まれ」
や「家柄」などを調べることです。

◆身元調査の多くは、被差別部落出身
かどうかを調べるために行われてい
ます。

◆身元調査は、部落差別を広げること
につながります。

◆身元調査を、依頼することも協力す
ることも絶対にやめましょう。



社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

3

｢社会を明るくする運動｣の積極的な推進を
“ふれあいと 対話が築く 明るい社会”

7月は「社会を明るくする運動」強調月間です。
この運動は、全国的な運動で、すべての国民が、犯

罪や非行の防止と、罪を犯した人たちの更生について
理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯
罪や非行のない明るい社会を築くことを目的としてい
ます。
最近、少年による強盗や傷害事件が増加しています。

また、凶悪事件に発展しやすいひったくりも増加傾向
にあり、シンナーや覚せい剤などの乱用が中・高校生
に拡大するなど憂慮すべき状況にあります。
福岡県警察本部の統計資料によると、平成14年に県

市内では、現在、30人の保護司が、罪を犯したり非行に走ったりした人の立ち直
りや更生の手助けをしています。
また、地域での「社会を明るくする運動」、特に青少年の非行防止と健全育成のた

めの活動を行っています。
身近に、犯罪や非行、覚せい剤、シンナーの乱用などで困っている人がいるとき

は、気軽にお近くの保護司にご相談ください。

下で補導された少年は9,476人で、うち刑法犯少年は
8,613人。これは、大阪、東京、神奈川、兵庫に次い
で5番目に多い人数です。
さらに10歳～19歳までの少年人口1,000人あたり

に占める刑法犯少年の割合は15.6人で、全国平均より
も高い数値となっています。
住民の一人ひとりが、この少年非行の実態を認識し

て、地域環境の浄化に心がけること。そして、罪を犯
した人たちや非行をした少年の立ち直りを温かい目で
見守り、援助の手をさしのべること。これが、明るい
社会への第一歩なのです。 （筑紫保護区保護司会）

私たちのまちの保護司

氏　　名� 住　　所� 電　　話� 氏　　名� 住　　所� 電　　話�

白水　繁則�

佐藤　大祐�

竹永健二郎�

岩佐那智子�

　　　壽一�

　野　重隆�

佐伯　幸子�

関戸　弘子�

鬼倉美惠子�

窪　　三男�

大内田　弘�

勝野　幸正�

長　　智基�

笹渕　善之�

金堂　正芳�

春日2丁目�

千歳町2丁目�

春日公園7丁目�

宝町2丁目�

千歳町３丁目�

須玖南6丁目�

泉２丁目�

須玖北6丁目�

須玖北８丁目�

昇町5丁目�

下白水北５丁目�

大字上白水�

大字上白水�

大字上白水�

大字上白水�

591-5666�

591-1956�

591-3246 �

581-7927�

581-5997 �

591-2650�

585-9344 �

591-2883�

573-2468 �

591-7641�

592-3037 �

591-7987 �

571-5163�

592-8133�

571-0178 

藤井　　卓�

竹部　四朗�

谷田　　幸�

大津　　敦�

泉　　安和�

　野　明子�

川口　俊秀�

兒玉　糸子 �

武末　政利 �

武末　澄子�

井上芙貴子�

宮　　一夫�

金堂　義明�

窪井　繁美�

宮原　憲年�

大字上白水�

大字上白水�

紅葉ｹ丘東3丁目�

紅葉ｹ丘東3丁目�

塚原台２丁目�

松ヶ丘２丁目�

若葉台西3丁目�

ちくし台5丁目�

桜ヶ丘８丁目�

日の出町2丁目�

岡本2丁目�

岡本3丁目�

岡本５丁目�

小倉5丁目�

小倉東２丁目�

571-3083�

581-5841�

593-4717�

501-2862 �

595-1100 �

596-6326�

582-3520 �

574-0275 �

582-3802 �

571-4324 �

581-6553�

591-5257�

572-9601 �

591-8459�

571-6208

しろうず　　　しげのり�

さとう　　　　だいすけ�

たけなが　けんじろう�

 いわさ　  な　ち　こ�

たか　　　　　じゅいち�

たかの　　　　しげたか�

さえき　　　　さちこ�

せきど　　　　ひろこ�

おにくら　み　え　こ�

くぼ　　　　　み つ お�

おおうちだ　　  ひろし�

かつの　　  ゆきまさ�

ながはま　　  ともき�

ささぶち　　　よしゆき�

かなどう　　　まさよし�

ふじい　　　       たかし�

たけべ　　　 し ろ う�

やつだ　　  やすゆき�

おおつ　　　　 あつし�

いずみ　　　やすかず�

かたの　　　あきこ�

かわぐち　　としひで�

こだま　　　いとこ�

たけすえ　　まさとし�

たけすえ　　 すみこ�

いのうえ ふ　き　こ�

みやざき　　かずお�

かなどう　　よしあき�

くぼい　　　し げ み �

みやはら　　のりとし�

■春日市保護司一覧
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

7月は河川愛護月間です。河川が常に美しく安
全に利用できるよう、みんなで心がけましょう。
河川にゴミや空き缶、空きビン、し尿などを捨

てたり流したりしない。
河川の堤防や川原の芝生、砂利を無断で取らな

い。
河川に植樹や耕作をしたり、建物などを建てた

りしない。
河川敷内で野焼きをしない。
河川に勝手に橋をかけたり、土管を埋設したり

しない。
水路にふたをしたり、埋め立てたりしない。▽
�

▽
�▽

�
▽
�

▽
�

▽
�

河川やため池、水路、用水溝周辺などは、水の

利用や排水に備えて、水のたまりや流れに支障
のないようにする
石けんや洗剤を使いすぎない。

※　河川や水路などを利用する場合は、市役所ま
たは県の土木事務所にご相談ください。

問い合わせ先
市下水道課

1(584)1111 5(584)1143
県那珂土木事務所

(513)5561 (584)1909FAX

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

水辺にやすらぎ、心にゆとり

河川愛護月間

候
補
者
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い

春
日
市
市
民
表
彰

市からのお知らせ�

今年も7月～10月まで、市内全地区で行います。皆さんの参加をお待ちしています。
○7月の日程
期日・会場

時間 午後７時～９時(予定）
問い合わせ先 行政管理課　 (584)1111 (584)1145FAX

いよいよ始まります

出前トーク「市長と語る」

市
は
、
毎
年
11
月
3
日
に
表
彰
式
を
開
催
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
市
の
発
展
に
貢
献
し
た
人

や
、市
民
の
模
範
と
な
る
人
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
に
、
表
彰
の
対
象
と
思
わ
れ
る

人
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰
区
分
・
対
象

○
市
民
功
労
表
彰

市
や
国
、
県
か
ら
の
委
嘱
な
ど
を
受
け
て
、

地
域
の
振
興
や
市
政
の
発
展
な
ど
に
協
力
し
、

功
績
が
あ
っ
た
人
や
団
体

○
市
民
活
動
表
彰

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
善
行
な
ど
の
活
動
に
お

い
て
功
績
が
あ
っ
た
人
や
団
体

○
市
民
文
化
賞

学
術
や
芸
術
、
文
化
活
動
で
活
躍
し
た
人

や
団
体

○
市
民
ス
ポ
ー
ツ
賞

ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
活
躍
し
た
人
や
団
体

推
薦
期
限

7
月
31
日
(木)

※
　
推
薦
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
推
薦
要
領
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
推
薦
要
領
は
、
人
事
法
制
課
、
い

き
い
き
プ
ラ
ザ
、
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

（
社
会
教
育
課
）、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

人
事
法
制
課
総
務
法
制
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
5

FAX

7月 1日（火）�

7月 2日（水）�

7月 3日（木）�

7月15日（火）�

7月16日（水）�

7月17日（木）�

須玖南公民館�

社会福祉センター(昇町地区)�

小倉公民館�

弥生公民館�

若葉台東公民館�

大谷公民館�

7月22日（火）�

7月23日（水）�

7月24日（木）�

7月29日（火）�

7月30日（水）�

7月31日（木）�

大和町公民館�

小倉東公民館�

光町公民館�

宝町公民館�

千歳町公民館�

若葉台西公民館�
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

お忘れなく

７月は障害基礎年金現況届の提出月

昨年8月から始まった住民基本台帳ネットワー
クシステムの第2次サービスが、8月25日から始
まります。

全国の市町村役場で住民票の写しが取れます
希望する市民に発行する「住民基本台帳カード」

や運転免許証などの公的な証明書を提示すると、
全国どこの市町村役場でも、自分の住民票の写し
(戸籍の表示を省略したもの)を取ることができる
ようになります。

「住民基本台帳カード」は便利です
このカードは、こんなことに利用できます。
ほかの市町村役場で住民票の写しを取る場合、

このカードを提示すると、すぐに本人確認がで
きるので、手続きが素早く終ります。
引越しの際、市役所の窓口に行くのが転入時

の1回だけで済みます。
※　事前に、転出届を前住所地の市町村役場に
郵送する必要があります。

▽
�

▽
�

写真付きのカードは、公的な証明書としても

有効です。

住民基本台帳ネットワークシステムは、みなさ
んの大切な個人情報を取り扱います。そのため、
これをどのように保護していくかが最も重要な課
題となっています。
これからも、あらゆる面から個人情報を保護す

るため、万全の対策に努めていきます。

問い合わせ先 市民課
(584)1111 (584)1141FAX

▽
�

20歳以前からの障害で障害基礎年金を受けて
いる人や、福祉年金から移行して障害基礎年金を
受けている人は、7月が現況届の提出月です。
7月上旬までに、社会保険事務所から現況届が

送られてきます。診断書が同封されている場合は、
医師に診断書を書いてもらい、現況届といっしょ
に提出してください。
現況届は、年金を引き続き受けられるかどうか

を確認するための大切な届出です。忘れずに提出
してください。
※　年金を受け始めて1年以内の人は、提出の必
要はありません。

提出期限 7月31日(木)

「障害基礎年金」とは・・・
国民年金加入中などに、病気やケガで障害を負

ったときや、20歳前に障害の状態になったとき
に支給される年金です。

障害基礎年金の額（年間）
▽1級　99万6,300円
▽2級　79万7,000円
子の加算額（年間）
障害基礎年金を受けるようになったとき、その

人に生計を維持されている18歳未満（18歳到達
年度の末日まで）の子、または20歳未満で障害
の状態にある子がいる場合は次の額が加算されま
す。
2人目まで

一人につき22万9,300円
3人目以降

一人につき7万6,400円
※　障害基礎年金を受ける要件など、詳しくはお
問い合わせください。

提出・問い合わせ先 国保年金課年金担当
(584)1111 (584)1141FAX

▽
�

▽
�

第２次サービスが始まります

住民基本台帳ネットワークシステム



小
学
校
運
動
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市内小学校

運動会
5月25日と6月1日に、市内11

校中8校の小学校で運動会が行わ
れました。みんなで「ビュンビュンビュン」

（須玖小）

心
を
ひ
と
つ
に
（
春
日
野
小
）

立派な大龍の登場（春日野小）

力強く組体操（春日西小）

〝
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
〞
（
春
日
西
小
）

か
っ
こ
よ
く
決
ま
り
ま
し
た

（
須
玖
小
）

演
技
を
終
え
、
感
動
の
ハ
イ
タ

ッ
チ
！！
（
春
日
南
小
）
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全校生徒が心をひとつに。春日音頭

（春日東小）

小さくっても、力を合わせれば

運べるよ！！（春日南小）

協力し合って完成！！見事な

バランス（大谷小）

ポーズもきれいに決まりました

（春日北小）

き
れ
い
な
花
が
咲
き
ま
し
た

（
日
の
出
小
）

自
分
た
ち
の
力
で
作
り
上
げ
た

応
援
合
戦
（
大
谷
小
）

上
手
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

（
日
の
出
小
）

力
強
く
美
し
く
（
春
日
北
小
）

勇壮な、力のこもったソーラン節

（春日東小）
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ト
ピ
ッ
ク
ス�

火災や水害、地震などを想定した防災
訓練が、6月1日、春日西中学校で行われ
ました。県防災訓練に併せて行われたも
ので、市役所や消防署、警察署、自主防
災組織、災害情報ボランティアなど、約
500人が参加。土のう積みや消火訓練な
どの訓練に取り組みました。
近年、市内でも局地的に雨が降り、河

川や側溝の水が短時間の内にあふれ出す
都市型水害が発生しています。梅雨時期
には、特に備えが必要になります。
また、地域住人で組織する自主防災組

織が、市内24の地区で組織されています。
これらの組織、市役所や消防、警察など
が連携し、災害に対処することも大切で
す。

昨年、発足した「弥生の里ジュニアバレーボール
クラブ」が、６月８日、日の出小学校体育館でママ
さんバレーボールの選抜チームと対戦しました。
このクラブは、中学生に土曜日を活用してスポー

ツに親しんでもらい、それが生涯スポーツにつなが
れば、と市バレーボ
ール協会が提唱して
誕生。
参加した男女各１

チームは、この日が
開幕戦だったママさ
んバレーボールチー
ムの好意で試合前の
時間を割いてもらい、
それぞれ３セットを
戦いました。
女子チームは残念

ながら完敗したもの

の、粘った男子チ
ームが強豪ママさ
んチームに３セッ
ト目で一矢報いる
など善戦。有意義
な練習試合となり
ました。

※　「弥生の里ジ
ュニアバレーボ
ールクラブ」で
は、部員を募集
しています。練
習は、同協会員の指導で毎週土曜日の午後５時
30分から２時間、春日野中学校で行われていま
す。

申込・問い合わせ先 市バレーボール協会　瀬口修
せぐちしゅう

一
いち

(582)7276（ 兼用）FAX

日ごろから防災意識を高め、万が一の
災害に備えましょう。
問い合わせ先 用地防災課

(584)1111 (584)1242FAX

総合防災訓練　地域防災組織も参加

土曜日をスポーツで有意義に

「弥生の里ジュニアバレーボールクラブ」

水害に備えましょう
水害などの自然災害は、いつ起こるか

わかりません。万が一の時のため、日ご
ろからきちんと備えておきましょう。
日ごろからの備え
避難所・避難路の確認
家の点検（屋根の雨もり、雨どいや側

溝の詰まりなど）
家の周囲や近所の危険な場所の確認

（増水・がけ崩れなど）
非常持ち出し品の準備（懐中電灯・ラ

ジオ・非常食・現金・預金通帳・救急
用品・飲料水・衣類・薬など）
停電したときの準備（懐中電灯・ろう

そく・携帯ラジオ）
断水したときの準備（飲料水・ふろに

水をためる）
大雨のときの備え
テレビやラジオで、正確な情報を収集

する
寝るときは、避難できるように身軽で

安全な服装で
家具などを高い場所へ移す▽

�
▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�▽

�

土
の
う
積
み
の
訓
練
を
行
う
自
主
防

災
組
織
の
人
び
と

▲時々、ママさんチームをうなら
せるプレーを演じた男子チーム

▲試合後、ママさんチームと握手
してお礼を述べる女子チーム

▼
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8
月
は
「
森
で
ク
ラ
フ
ト
作
り
」
を

行
い
ま
す
。

葉
っ
ぱ
や
木
の
実
な
ど
で
工
作
を
し

た
り
、
遊
び
な
が
ら
自
然
と
友
達
に
な

り
ま
せ
ん
か
。

日
時

8
月
9
日
(土)

午
前
10
時
〜
午
後
3
時(

予
定)

場
所

か
す
が
の
森
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド

(

大
野
城
市
牛
頸
2
3
7
4
―

2)

※
　
現
地
ま
で
の
交
通
手
段
が
な
い
人

は
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
か
ら

送
迎
し
ま
す
。

参
加
費

一
人
3
0
0
円
程
度

※
　
当
日
徴
収
し
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の

▽
弁
当
▽
飲
み
物

定
員

40
人
程
度(

申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選)

申
込
方
法

7
月
26
日
(土)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

(

571)

3
2
3
4

(

585)

1
6
3
4

7
月
は
琴
座
と
白
鳥
座
と
鷲わ

し

座
が
作

る
「
夏
の
大
三
角
形
」
が
見
え
ま
す
。

日
時

7
月
26
日
(土)

午
後
8
時
〜
9
時
30
分

※
　
天
候
次
第
で
は
場
内
の
活
動
セ
ン

タ
ー
で
星
の
学
習
会
を
行
い
ま
す
。

場
所

か
す
が
の
森
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド

星
の
館(

大
野
城
市
牛
頸

う
し
く
び

2
3

7
4
―

2)

参
加
費

▽
高
校
生
以
上
　
2
0
0
円
　

▽
中
学
生
以
下
　
1
0
0
円

定
員

20
人
程
度(

申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選)

※
　
中
学
生
以
下
の
参
加
は
、
保
護
者

の
同
伴
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法

7
月
18
日
(金)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

(

571)

3
2
3
4

(

585)

1
6
3
4

福
岡
都
市
圏
と
筑
後
川
流
域
に
住
む

小
学
5
・
6
年
生
の
交
流
会
で
す
。

普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
「
水
」

FAX FAX

の
大
切
さ
を
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

8
月
6
日
(水)

午
前
8
時
〜
午
後
5
時

※
　
博
多
駅
で
集
合
・
解
散
予
定
で

す
。

場
所

筑
後
川
河
川
敷

内
容

▽
筑
後
川
遊
覧
船
▽
魚
の
放
流

▽
河
川
の
ゴ
ミ
拾
い

定
員

45
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

申
込
期
間

7
月
1
日
(火)
〜
14
日
(月)

※
　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
市
総
務
企
画
局

水
資
源
対
策
担
当

(

711)

4
9
7
2

(

711)

4
9
7
5

○
ブ
レ
ス
マ
ス
タ
ー
水
泳
教
室

息
継
ぎ
を
マ
ス
タ
ー
し
た
い
人
の

た
め
の
教
室
で
す
。

対
象

18
歳
以
上
で
ク
ロ
ー
ル
の
息

継
ぎ
が
苦
手
な
人

日
程

7
月
30
日
(水)
〜
9
月
24
日
(水)

FAX

の
毎
週
水
曜
日(

8
月
13
日

を
除
く
・
全
8
回)

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

定
員

20
人

参
加
費

2

0
0
0
円

○
ナ
イ
ト
ビ
ク
ス
教
室

音
楽
に
合
わ
せ
て
水
中
で
楽
し
く

身
体
を
動
か
し
ま
す
。

対
象

18
歳
以
上
の
人

日
程

8
月
1
日
(金)
〜
9
月
26
日
(金)

の
毎
週
金
曜
日(

8
月
15
日

(金)
を
除
く
・
全
8
回)

時
間

午
後
7
時
〜
9
時

定
員

30
人

参
加
費

2

0
0
0
円

○
小
学
生
夏
休
み
短
期
水
泳
教
室

水
の
苦
手
な
小
学
生
の
た
め
の
教

室
で
す
。

日
程

8
月
21
日
(木)
・
22
日
(金)
・
28

日
(木)
・
29
日
(金)
（
全
4
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

定
員

20
人

参
加
費

1

0
0
0
円

※
　
い
ず
れ
も
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
、
結
果
は
当
選
者
に
の
み
通
知

し
ま
す
。

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル
（
大
谷
6
―

28
）

申
込
方
法

7
月
13
日
(日)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
直
接

窓
口
で
、
教
室
名
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名(

ふ
り
が
な)

、
年

齢(

学
年)

、
性
別
、
電
話
番
号
、

当
教
室
参
加
経
験
の
有
無
を
伝

え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

温
水
プ
ー
ル
担
当

(

915)

3
5
0
0

(

585)

1
6
3
4

市
内
に
居
住
し
て
い
る
、
小
学
4
年

生
以
上
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
教
室

で
す
。

日
時

7
月
19
日
〜
8
月
30
日
の
毎
週

土
曜
日
（
計
6
回
）

午
後
3
時
〜
5
時

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
2
階

競
技
場
（
大
谷
6
―

28
）

募
集
人
員

30
人
　

受
講
料

1

0
0
0
円
（
ス
ポ
ー
ツ

保
険
料
を
含
む
）

申
込
方
法

7
月
15
日
(火)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
協
会
　
畑は

た

(

501)

4
3
0
9(

兼
用)

FAX
FAX

５
８
４
・
１
１
１
１�

w
w
w
.city.kasu

ga.fu
ku
o
ka.jp

情
報
ひ
ろ
ば�

春
日
市
役
所�

ト�

イ
ベ
ン
ト

き
れ
い
な
夜
空
を
楽
し
も
う

星
の
観
望
会

参
加
者
募
集

夏
休
み
水
泳
教
室

夏
休
み
期
間

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

あ
り
が
と
う「
水
」ふ
れ
あ
い
交
流
会

筑
後
川
の
こ
と
を
知
ろ
う
i
n
久
留
米

サ
タ
デ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ふ
れ
あ
い
探
検
隊
第
５
弾

ツ�

ス
ポ
ー
ツ
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庭
木
の
せ
ん
定
の
際
に
出
た
枝
葉

は
、
必
ず
「
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
」
で

出
し
て
く
だ
さ
い
。

出
す
こ
と
が
で
き
る
枝
葉

一
般
家

庭
の
庭
木
の
せ
ん
定
で
出

る
枝
（
長
さ
90
cm
、
直
径

15
cm
以
内
）
と
葉

※
　
草
や
竹
、
枯
れ
木
な
ど
は
、
土

を
落
と
し
て
燃
え
る
ゴ
ミ
で
出

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
収
集
業
者
な
ど
、
詳

し
く
は
「
家
庭
ご
み
の
正
し
い

出
し
方
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
7

FAX

見
直
そ
う
ゴ
ミ
の
出
し
方

緑
の
リ
サ
イ
ク
ル

小
学
3
〜
5
年
生
を
対
象
に
、
運
動

が
上
手
に
な
る
こ
と
や
継
続
す
る
こ
と

の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

将
来
、
地
域
を
代
表
し
て
活
躍
で
き

る
選
手
の
育
成
も
目
指
し
ま
す
。

日
程

7
月
23
日
(水)
〜
8
月
8
日
(金)
の

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
計
8

回
）

時
間

午
前
8
時
30
分
〜
10
時

※
　
雨
天
な
ど
の
場
合
は
、
日
時
を
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
（
大
谷
6
―

28
）

募
集
人
員

10
人
程
度
（
先
着
順
）

受
講
料

2

5
0
0
円
（
ス
ポ
ー
ツ

保
険
料
、
ボ
ー
ル
代
な
ど
）

※
　
ラ
ケ
ッ
ト
は
、
で
き
る
だ
け
各
自

で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

7
月
10
日
(木)
〜
15
日
(火)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
連
盟
　
長
野

な
が
の

(

571)

5
6
1
5
（

兼
用
）

FAX

道
具
を
使
っ
て
楽
し
み
な
が
ら
で
き

る
体
に
や
さ
し
い
運
動
で
す
。

日
時

毎
週
水
・
金
曜
日

午
前
10
時
〜
11
時

場
所

白
水
大
池
公
園
管
理
棟
2
階

会
費

月
額
3

0
0
0
円

※
　
こ
の
ほ
か
に
入
会
金
1

0
0
0

円
と
保
険
料
1

6
0
0
円
が
必
要

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

N
P
O
法
人
春
日
イ

ー
グ
ル
ス

(

595)

5
1
9
7(

兼
用)

福
岡
徳
洲
会
病
院
の
医
師
な
ど
に
よ

る
、
わ
か
り
や
す
く
、
た
め
に
な
る
健

康
教
室
で
す
。
予
約
は
不
要
で
、
だ
れ

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
・
テ
ー
マ
・
講
師

▽
7
月
4
日
(金)

「
糖
尿
病
の
予
防
に

つ
い
て
」

西
牟
田
順
子

に
し
む
た
じ
ゅ
ん
こ

さ
ん
（
看
護
師
長
）

▽
7
月
11
日
(金)

「
簡
単
に
で
き
る
動

脈
硬
化
の
検
査
」

中
尾
栄
二

な
か
お
え
い
じ

さ
ん
（
臨
床
検
査
技
師
主

任
）

▽
7
月
18
日
(金)

「
脳
ド
ッ
ク
に
つ
い

FAX

て
」

金
子
好
郎

か
ね
こ
よ
し
ろ
う

さ
ん
（
脳
外
科
医
長
）

▽
7
月
25
日
(金)

「
夏
バ
テ
予
防
の
食

事
」

西に
し

ゆ
か
り
さ
ん
（
管
理
栄
養
士)

時
間

午
後
2
時
30
分
〜
3
時
30
分

場
所

福
岡
徳
洲
会
病
院
セ
ン
タ
ー
6

階
講
堂(

須
玖
北
4
―

5)

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
徳
洲
会
病
院
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

(

573)

6
6
2
2

(

573)

1
7
3
3

80
歳
以
上(

4
月
1
日
現
在)

で
、
歯

が
20
本
以
上
残
っ
て
い
る
人
に
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す
。

な
お
、
優
良
者
上
位
2
人
を
県
大
会

に
推
薦
し
ま
す
。

応
募
方
法

7
月
10
日
(木)
〜
8
月
9
日

(土)
に
、
近
く
の
筑
紫
歯
科
医
師

会
会
員
診
療
所
で
無
料
の
健
診

を
受
け
る

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
歯
科
医
師
会

(

572)

8
2
1
1

(

572)

6
2
4
2

FAX FAX

受
講
生
募
集

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

３
Ｂ
体
操

福
岡
徳
洲
会
病
院

健
康
教
室

筑
紫
歯
科
医
師
会

高
齢
者
よ
い
歯
の
表
彰

�

健
　
康

●出し方●

① 地区ごとの担当の収集業者に
電話予約し、話し合いの上、収
集してもらう日を決める。

② 公民館または緑のリサイクル指定袋等
販売協力店で販売している指定袋（1
枚110円）または指定バンド（1本
110円）を購入する。

③ 袋またはバンドに必
要事項を記入し、枝
は指定バンドで結
び、葉は指定袋に入
れて、収集日に家の
前に出す。
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お誕生日おめでとう

平成13年7月25日生

井
上
礼
誠

い
の
う
え
ら
い
ま

ち
ゃ
ん(

昇
町)

平成14年7月26日生

安
斎
あ
ん
ざ
い

崇
し
ゅ
う

ち
ゃ
ん(

伯
玄
町)

平成14年7月17日生

深
田
洋
翔

ふ
か
た
ひ
ろ
と

ち
ゃ
ん(

下
白
水
南)

平成14年7月10日生

武
田
葉
月

た
け
だ
は
づ
き

ち
ゃ
ん(

春
日
公
園)

平成13年7月4日生

野
中
の
な
か

梨
那
り

な

ち
ゃ
ん(

岡
本)

情
報
ひ
ろ
ば

11

乳
幼
児
期
に
受
け
た
三
種
混
合
（
ジ

フ
テ
リ
ア
・
百
日
咳
・
破
傷
風
）
の
免

疫
を
持
続
さ
せ
る
た
め
の
追
加
接
種
で

す
。

次
の
対
象
者
は
、
保
護
者
が
同
伴
し

て
指
定
病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
料

金
は
無
料
で
す
。

な
お
、
予
約
が
必
要
な
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
病
院
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者

小
学
6
年
生(

11
・
12
歳)

の

う
ち
、
乳
幼
児
期
の
三
種
混
合

を
3
回
以
上
接
種
し
た
人

持
参
す
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(
501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
で
、
身
も
心
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

毎
週
火
曜
日

午
後
7
時
〜
午
後
9
時

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル(

大
谷
6
―

28)

会
費

3

0
0
0
円(

2
ヶ
月
分)

講
師

鶴
田
直
美
さ
ん(

ア
ク
ア
ビ
ク

ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー)

問
い
合
わ
せ
先

細
山
田

ほ
そ
や
ま
だ

(

573)

5
0
5
5

FAX

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
家
庭
や
地
域
で

食
生
活
改
善
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
み

た
い
と
考
え
て
い
る
人
の
た
め
の
「
食

生
活
改
善
推
進
員
」
養
成
講
座
で
す
。

日
程
・
内
容

▽
8
月
7
日
(木)

開
講
式
・
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン

▽
9
月
4
日
(木)

栄
養
の
基
礎
知
識

（
調
理
実
習
）

▽
10
月
　
食
品
衛
生
の
話
（
筑
紫
保
健

福
祉
環
境
事
務
所)

▽
10
月
2
日
(木)
、
11
月
6
日
(木)
、
12
月

4
日
(木)

生
活
習
慣
病
と
は
（
調
理

実
習
）

▽
10
月
25
日
(土)
・
26
日
(日)

い
き
い
き

フ
ェ
ス
タ
（
準
備
と
本
番
）

▽
11
月
〜
3
月
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

▽
1
月
15
日
(木)
・
2
月
5
日
(木)

健
康

と
運
動
に
つ
い
て
（
実
技
）

▽
3
月
4
日
(木)

食
生
活
改
善
推
進
会

と
の
親
睦
会

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

（
受
付
　
9
時
45
分
〜
）

※
　
調
理
実
習
は
午
後
1
時
ま
で
で

す
。

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1

2
0)

受
講
料

実
費
（
調
理
材
料
費
）

定
員

30
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

7
月
11
日
(金)
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

離
乳
食
に
悩
む
保
護
者
の
た
め
に
、

離
乳
中
期
以
降
の
離
乳
食
の
作
り
方
や

進
め
方
を
指
導
し
ま
す
。
託
児(

無
料)

も
あ
り
ま
す
。

日
時

7
月
15
日
(火)

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

対
象

6
〜
8
カ
月
児
を
持
つ
保
護
者

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1

2
0)

FAX

募
集
人
数

20
人(

申
込
先
着
順)

持
っ
て
く
る
も
の

▽
母
子
手
帳
▽
エ

プ
ロ
ン
▽
三
角
巾
▽
託
児
に
必

要
な
道
具(

名
前
を
書
い
て
お

く)

参
加
費

2
0
0
円(

実
習
材
料
費)

申
込
方
法

7
月
1
日
(火)
〜
10
日
(木)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏

名
、
電
話
番
号
、
子
ど
も
の
生

年
月
日
、
託
児
の
有
無
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

1
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

が
対
象
の
交
流
の
場
で
す
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

7
月
16
日
(水)

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1

2
0)

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

FAX FAX

各
病
院
で
接
種
で
き
ま
す

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
予
防
接
種

一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か

健
康
美
人
ク
ラ
ブ

「
私
た
ち
の
健
康
は
、私
た
ち
の
手
で
」

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

参
加
者
募
集

離
乳
食
教
室

「
危
険
防
止
」

子
育
て
教
室

医　院　名� 住　　所� 電話番号�

かくた小児科医院 上白水970―6 574―6168�

くぼた小児科 惣利1―123 595―0822�

横山小児科医院 春日原東町3―36 581―1203�

榊原内科小児科医院 下白水北4―85 572―3111�

おの子どもクリニック 一の谷1―149 501―2323�

武末内科医院 桜ヶ丘4―47 581―8050�

かわらだクリニック 惣利1―82―1 583―9678�

森園医院 ちくし台2―13 571―3373

�

子
育
て

つ
る
た
な
お
み

予防接種指定病院一覧
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情
報
ひ
ろ
ば

12

休
日
を
楽
し
く
過
ご
し
た
次
の

日
の
朝
、「
今
日
は
仕
事
。
行
き
た

く
な
い
な
」
と
思
う
の
は
、
だ
れ

に
で
も
あ
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
感
情
が
ひ
ど
く
な
る
と
、
こ

の
症
状
は
「
ブ
ル
ー
マ
ン
デ
ー

（
憂
う
つ
な
月
曜
日
）」
と
呼
ば
れ

る
も
の
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
一

時
的
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
ご
く
当

た
り
前
の
こ
と
な
の
で
す
が
、
最

近
、
毎
日
の
よ
う
に
出
勤
拒
否
状

態
に
陥
る
「
職
場
恐
怖
症
」
の
若

い
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

「
職
場
恐
怖
症
」
の
人
に
出
勤

で
き
な
い
理
由
を
聞
く
と
、「
職
場

に
い
る
と
息
苦
し
く
て
、
自
由
に

話
す
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
」
と

答
え
る
人
が
多
い
で
す
。

こ
の
よ
う
な
人
の
場
合
、
治
療

の
過
程
で
、
職
場
が
性
格
的
に
合

わ
な
い
の
に
、
適
応
し
よ
う
と
自

分
を
曲
げ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
症
状
が
出
る
ま
で
に
は
、

悩
ん
だ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
苦
労
が

あ
る
の
に
、
周
り
の
人
は
、「
そ
ん

な
の
は
甘
え
だ
」
と
、
ま
ず
、
本

人
に
げ
き
を
飛
ば
し
ま
す
。
そ
の

効
果
が
無
け
れ
ば
、
本
人
を
責
め

ま
す
。
し
か
し
、
責
め
れ
ば
責
め

る
ほ
ど
、
本
人
は
恐
縮
し
て
し
ま

い
、
む
し
ろ
逆
効
果
な
の
で
す
。

も
と
も
と
几
帳
面
な
上
、
職
場

へ
の
適
応
に
疲
れ
た
人
は
、
失
敗

す
る
こ
と
を
極
端
に
恐
れ
、「
と
り

あ
え
ず
何
か
し
て
み
よ
う
」
と
い

う
気
持
ち
を
な
か
な
か
起
こ
せ
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
、
今
の
職
場
を
捨

て
て
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
勇
気

も
見
通
し
も
無
く
、
現
状
を
維
持

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
な
い
と
い
う
、

「
前
門
の
虎
、
後
門
の
狼
」
の
状
態

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

治
療
は
、
じ
っ
く
り
と
話
を
聞

い
て
悩
み
を
受
け
入
れ
る
こ
と
か

ら
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
分
を
見
つ
め
る
余
裕
と
成
長
を

待
つ
こ
と
が
大
事
で
す
。

し
か
し
、
必
要
以
上
に
自
分
を

責
め
、
憂
う
つ
に
な
っ
て
い
る
時

は
薬
に
よ
る
治
療
も
必
要
で
す
。

あ
せ
ら
ず
に
、
医
療
機
関
に
相
談

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
　
「
こ
こ
ろ
の
健
康
」
の
コ
ー

ナ
ー
は
、
今
回
で
終
了
し
ま
す
。

職
場
恐
怖
症

尾中祐二さん
（おなか心療クリニック）

毎
月
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
と
児
童
セ

ン
タ
ー
で
は
、
乳
幼
児
の
育
児
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。身
長
・
体
重
の
測
定
、

離
乳
食
、
育
児
、
成
長
発
達
、
予
防
接

種
な
ど
に
つ
い
て
保
健
師
と
栄
養
士
、

保
育
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
程
・
受
付
時
間
・
場
所

▽
7
月
29
日
(火)

午
前
10
時
〜
11
時
・

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1
2

0)

▽
7
月
8
日
(火)

午
前
10
時
〜
11
時
30

分
・
須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー
（
須
玖
南

1
―

91
）

※
　
今
後
の
日
程
は
、
健
康
カ
レ
ン
ダ

ー
か
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

市
社
会
福
祉
協
議
会
と
春
日
市
痴
呆

等
高
齢
者
を
か
か
え
る
家
族
の
会
「
ひ

だ
ま
り
の
会
」
で
は
、
在
宅
で
痴
呆
な

ど
の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
な

ど
を
対
象
に
、
在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

を
行
い
ま
す
。

FAX

参
加
は
無
料
で
、
託
老(

無
料)

も
あ

り
ま
す
。

日
時

7
月
17
日
(木)

午
後
1
時
〜
3
時

会
場

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
3
階
中
会

議
室

演
題

介
護
を
終
え
て
の
心
の
ケ
ア

講
師

苅
田

か
ん
だ

町
介
護
を
考
え
る
会
「
な

の
花
」
会
員

※
　
託
老
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係
　

(

581)
7
2
2
5

(

581)

7
2
5
8

市
内
在
住
の
人
を
対
象
と
し
た
「
ふ

れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
」
で
す
。

障
害
の
あ
る
子
も
、
そ
う
で
な
い
子

も
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
通
し
て
お
互

い
の
理
解
を
深
め
、
交
流
の
輪
を
広
げ

ま
せ
ん
か
。

日
程

8
月
26
日
(火)
〜
27
日
(水)(

1
泊

2
日)

場
所

福
岡
市
立
背
振

せ
ふ
り

少
年
自
然
の
家

(

福
岡
市
早
良
区
板
屋

い
た
や

5
3
0)

対
象
・
募
集
人
員
　

▽
学
齢
期
の
障
害
の
あ
る
児
童
や
生

徒
・
20
人

※
　
小
学
3
年
生
以
下
は
、
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
で
す
。

▽
小
学
4
年
生
〜
中
学
3
年
生
の
児
童

や
生
徒
・
20
人

▽
キ
ャ
ン
プ
を
支
援
し
て
く
れ
る
高
校

FAX

生
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
20
人

※
　
い
ず
れ
も
申
込
先
着
順
で
す
。

参
加
費

1

0
0
0
円

※
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
無
料
で
す
。

申
込
方
法

7
月
18
日
(金)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
学
年
、
電
話
番
号
を
伝
え

る

※
　
事
前
・
事
後
交
流
会
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

か
す
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

(

501)

1
1
3
6(

5
兼
用)

春
日
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
「
レ
イ
ン

ボ
ー
く
ら
ぶ
」
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

人
を
対
象
に
、電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

生
活
の
中
で
の
悩
み
や
不
安
な
ど
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

7
月
13
日
(日)

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

相
談
先

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談

室

(

581)

7
2
2
5

ご
利
用
く
だ
さ
い

す
く
す
く
育
児
相
談

ご
参
加
く
だ
さ
い

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

夏
休
み
の
思
い
出
に

ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ

1
５
８
１
―
７
２
２
５

ひ
と
り
親
家
庭
電
話
相
談

�

福
　
祉



きいて�きいて�

お誕生日おめでとう

9月生まれのお子さん募集中
写真は、お子さんの顔が
大きく写っているもので、
裏にお子さんの氏名（ふ
りがな）、生年月日、住所、
電話番号を書き、広報担
当まで郵送してください。
対象年齢は３歳までで、
８月１日までの到着分の
中から抽選で決定します。

平成14年7月1日生

加
来
晃
太

か

く

こ

う

た

ち
ゃ
ん(

若
葉
台
東)

平成12年7月15日生

山
口
拓
馬

や
ま
ぐ
ち
た
く
ま

ち
ゃ
ん(

上
白
水)

平成13年7月13日生

加
藤
帆
夏

か
と
う
ほ
の
か

ち
ゃ
ん(

下
白
水
南)

平成14年7月20日生

加
藤
茉
宏

か
と
う
ま
ひ
ろ

ち
ゃ
ん(

大
谷)
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母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡
婦
の
自
立

促
進
の
た
め
の
講
習
会
で
す
。

期
間

8
月
31
日
(日)
〜
平
成
16
年
3
月

27
日
(土)
の
う
ち
23
日
間

会
場
　

▽
講
義
　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ(
原
町

3
―

1
―

7)

▽
施
設
実
習(

4
日
間)

春
日
市
近
郊

の
施
設

受
講
資
格

全
日
程
を
受
講
可
能
な
母

子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡
婦

受
講
料

8

0
0
0
円
程
度(

テ
キ

ス
ト
代
と
し
て)

定
員

20
人

※
　
託
児(

無
料)

も
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
施
設
実
習
時
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

7
月
22
日
(火)(

必
着)

ま
で

に
、
市
こ
ど
も
未
来
課
に
あ
る

申
込
用
紙
に
記
入
し
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会(

〒
816
―

0
8
0
4

原
町
3
―

1
―

7
ク
ロ
ー
バ
ー

プ
ラ
ザ
受
け
箱
11
号)

(

584)

3
9
2
2

(

584)

3
9
2
3

人
工
呼
吸
法
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

応
急
処
置
な
ど
を
身
に
付
け
る
講
習
会

で
す
。

受
講
は
無
料
で
す
。

○
普
通
救
命
講
習
会

期
日

9
月
7
日
(日)
・
21
日
(日)

時
間

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時

30
分

○
上
級
救
命
講
習
会

期
日

10
月
5
日
(日)
・
19
日
(日)

時
間

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
　
い
ず
れ
も
受
講
は
1
日
の
み
で

す
。

会
場

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防

署(

春
日
2
―

2
―

1)

定
員

各
30
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申

し
込
む

FAX

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
消
防
本
部

警
備
課
救
急
係

(

584)

1
1
9
9

(

584)

1
2
4
0

成
人
を
対
象
と
し
た
無
料
公
開
講
座

で
す
。

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時

7
月
16
日
(水)

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル(
大
谷
6
―

24)

FAX

演
題

時
代
を
読
む
〜
内
外
の
情
勢
か

ら
〜

講
師

馬
場
哲
郎

ば
ば
て
つ
ろ
う

さ
ん(

福
岡
県
明
る

い
選
挙
推
進
協
議
会
委
員)

※
　
託
児(

2
0
0
円
・
定
員
10
人)

や

手
話
通
訳(

無
料)

が
必
要
な
人
は
、

7
月
9
日
(水)
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
･
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

公
民
館
担
当

(

575)

4
1
2
1

(

575)

7
3
8
0

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
患
者
と
そ
の
家

族
を
対
象
と
し
た
、「
薬
に
つ
い
て
」

の
講
演
会
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

7
月
15
日
(火)

午
後
2
時
〜
4
時

会
場

筑
紫
総
合
庁
舎
2
階
大
会
議
室

（
大
野
城
市
白
木
原

し
ら
き
ば
る

3
―

5
―

25
）

申
込
方
法

事
前
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
伝
え
る

FAX

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
健
康
増
進
係

(

513)

5
5
8
3

(

592)

8
4
4
4

講
演
会
な
ど
で
、
耳
の
不
自
由
な
人

の
た
め
に
O
H
P
を
使
い
、
講
演
内
容

を
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
す
る
要
約
筆
記

奉
仕
員
の
養
成
講
座
で
す
。

日
程

▽
8
月
1
日
(金)
・
8
日
(金)
・
22

日
(金)
・
29
日
(金)
▽
9
月
5
日

(金)
・
12
日
(金)
・
21
日
(日)
・
26
日

(金)
（
計
8
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所

市
役
所
大
会
議
室

定
員

40
人
（
申
込
先
着
順
）

受
講
料

1

0
0
0
円(

テ
キ
ス
ト

代
な
ど)

申
込
方
法

7
月
22
日
(火)
（
必
着
）
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、

受
講
動
機
を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

障
害
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

3
0
9
0

FAX FAX

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
養
成
講
習
会

助
か
る
命
を
救
お
う

救
命
講
習
会

受
講
し
ま
せ
ん
か

中
央
公
民
館
教
養
講
座

�

講
演
・
講
座

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
交
流
会

ひ
ま
わ
り
会

要
約
筆
記
奉
仕
員

養
成
講
座(

基
礎
過
程)
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参
加
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時

7
月
22
日
(火)

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

会
場

筑
紫
総
合
庁
舎
2
階
大
会
議
室

（
大
野
城
市
白
木
原
3
―

5
―

25
）

演
題

地
域
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す
た

め
に
〜
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
発
、
家
族
の
方
へ
〜

講
師

佐
藤

さ
と
う

み
ず
ほ
さ
ん
（
精
神
障
害

者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ

こ
う
き
雲
所
長
）

定
員

80
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
障
者
害
福
祉
係

(

513)

5
5
8
5

(

592)

8
4
4
4

夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
に
、
親
子

で
野
外
料
理
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

8
月
17
日
(日)
（
雨
天
中
止
）

午
前
9
時
〜
午
後
1
時

場
所

か
す
が
の
森
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド

(

大
野
城
市
牛
頸
2
3
7
4
―

2
）

料
理
内
容

▽
炊
き
込
み
ご
飯
▽
餃
子

▽
中
華
ス
ー
プ
▽
デ
ザ
ー
ト
な

FAX

※
　
福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
で
は
、
定

期
的
に
人
権
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

先
日
の
「
春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
で

集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
の
中
に
、
明
ら
か
に

家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
ゴ
ミ

が
混
じ
っ
て
い
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、「
ポ
イ
捨
て
防

止
」
な
ど
市
民
一
人
ひ
と
り
の
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
と
、
美
し
い
街
づ
く
り
を
目
指

し
て
行
わ
れ
て
い
る
清
掃
活
動
で
す
。

家
庭
ゴ
ミ
は
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
で

出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
　
草
む
ら
な
ど
へ
の
ポ
イ
捨
て
や
不

法
投
棄
も
、
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
7

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
、「
資
源
循
環
型
都
市
づ
く
り
」

に
対
す
る
市
民
の
考
え
方
を
把
握
す
る

た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象

市
内
1

0
0
0
世
帯
（
無
作

為
抽
出
）

FAX

期
間

7
月
1
日
(火)
〜
15
日
(火)

回
答
方
法

送
ら
れ
て
き
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
記
入
し
、
同
封
の
返
信
用

封
筒
で
返
送
す
る

○
市
民
に
よ
る
ゴ
ミ
座
談
会

ゴ
ミ
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

な
ど
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
18
歳
以
上
の
人

日
程

8
月
〜
12
月
の
月
1
、
2
回

程
度

定
員

30
人
程
度
（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

※
　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
7

季
節
の
草
花
を
ハ
ガ
キ
大
の
紙
に
描

き
ま
す
。

日
時

毎
月
第
1
・
3
木
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

リ
フ
ァ
イ
ン
春
日
（
昇
町
4
―

23
）

会
費

月
額
1

5
0
0
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

於
保

(

573)
8
4
2
0
（

兼
用
）

FAX FAX

「
新
成
人
に
よ
る
新
成
人
の
た
め
の

成
人
式
」
を
合
言
葉
に
、
平
成
16
年
1

月
12
日
に
行
わ
れ
る
成
人
式
の
企
画
や

準
備
、
運
営
に
携
わ
る
積
極
的
な
実
行

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
20
歳
前
後
の
人

活
動
内
容

▽
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
懇

談
会
な
ど
の
内
容
検
討
▽
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
作
成
▽
記
念
品
の
選

定
▽
式
典
の
準
備
・
運
営

※
　
第
1
回
実
行
委
員
会
議
を
8
月
21

日
(木)
午
後
7
時
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
数

10
人
程
度

申
込
方
法

7
月
1
日
(火)
〜
8
月
15
日

(金)
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
申
し
込
む

※
　
高
校
生
は
、
社
会
教
育
課
で
配
布

す
る
承
諾
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

1(

575)

4
1
2
1

5(

593)

7
3
8
0

ど

講
師

吉
村
和
昭

よ
し
む
ら
か
ず
あ
き

さ
ん
（
わ
く
わ
く
・

ド
キ
ド
キ
研
究
所
代
表
）

定
員

50
人
（
申
込
先
着
順
）

参
加
費

一
人
5
0
0
円
（
未
就
学
児

は
無
料
）

申
込
方
法

7
月
1
日
(火)
〜
31
日
(木)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

社
会
教
育
担
当

(
575)
4
1
2
1

(

593)

7
3
8
0

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
と
筑
紫
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
に
よ
る
、
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談
で
す
。

日
時

▽
7
月
17
日
(木)
▽
8
月
7
日
(木)

午
後
1
時
〜
4
時

場
所

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
1
階
相

談
室(

筑
紫
野
市
二
日
市
中
央

5
―

14
―

7)

定
員

6
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

両
日
と
も
7
月
10
日
(木)
午

前
8
時
30
分
以
降
に
電
話
で
予

約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局

筑
紫
支
局

(

922)

2
8
8
1

(

922)

3
3
4
2

FAX FAX

い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

精
神
保
健
福
祉
家
族
講
演
会

や
め
ま
し
ょ
う

ク
リ
ー
ン
作
戦
に
乗
じ
た
ゴ
ミ
投
棄

ご
協
力
く
だ
さ
い

市
民
意
向
調
査

み
ん
な
で
作
り
上
げ
よ
う

平
成
16
年
成
人
式
実
行
委
員
募
集

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
律
相
談

環
　
境

�

相
　
談

�

募
　
集

お

ほ

毎
月
第
３
日
曜
日
は「
家
庭
の
日
」

親
子
野
外
料
理
教
室

は
が
き
絵
教
室

会
員
募
集

ふ
つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う
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エッセイ募集中 ハガキに題名、住所、氏名、電話番号を書いて送ってください。匿名やペンネームでも可。なお、編集の都合で、原文を要約したり、表現を変えた
りすることがあります。あて先●〒816-8501春日市役所　広報担当「エッセイ」係　※　掲載した人には図書券（500円分）を進呈します。

７
月�

古い建物で、車で通ると見過ごしそうなカーブ

の途中にその小児科はある。先生が先月亡くなっ

たと聞き、親子３人、ショックでしばらく涙が止

まらなかった。昨年末に入院されたのは知ってい

たが、今か今かと先生の復帰を待ち望んでいた。

勤めていた看護師さんも、道で多くの人に呼び止

められ、先生の様子を何度も尋ねられたそうだ。

先生は、子どもを診察した後、いつも付き添い

の親にさほど子の病気とは関係のない話をしばら

くしてくれ、子育て中の親の心まで元気にしてく

れた。私自身、小学生のころから校医として親し

んできた“こわ～い先生”だったが、今ではとて

も優しい、子どもたちの大好きな先生だった。長

年の経験と勉強熱心さで信頼も厚かった。本当に

残念でなりません。

「先生、ありがとうございました」

親を育ててくれた小児科医
[ペンネーム] あきえの会の○あ

自然の中の１日
山根　桃子

きらきらと新緑が輝く5月10日、家族みんなで

かすがの森ふれあいランドで行われた｢サタデー

プロジェクトふれあい探検隊｣に参加しました。

薪を燃やしてカレーを煮込み、飯ごうで炊いた

ごはんにかけて、野鳥のさえずりを聞きながら

｢いただきまーす！｣

ゆで卵やピーナッツの薫製もスタッフに作って

いただき、おなかいっぱいになりました。

こうして自然の中での楽しい１日は、あっとい

う間に過ぎてしまいました。

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
通
じ
て
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
や
仲
間
・
健
康
づ

く
り
を
目
指
す
「
第
3
回
福
岡
県
ね
ん

り
ん
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭
」
が
、
11
月

15
日
(土)
〜
18
日
(火)
に
県
内
各
地
で
開
か

れ
ま
す
。

春
日
市
は
、
卓
球
の
交
流
大
会
会
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
卓
球
地
区
大
会

対
象

▽
男
性
　
昭
和
19
年
4
月
1
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人

▽
女
性
　
昭
和
29
年
4
月
1
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人

開
催
日

8
月
29
日
(金)

会
場

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

(

大
谷
6
―

28)

○
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
地
区
大
会

対
象

昭
和
29
年
4
月
1
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人

開
催
日

9
月
21
日
(日)

会
場

前
原
小
学
校
体
育
館(

前
原

市
前
原
東

ま
え
ば
る
ひ
が
し

2
―

2
―

6)

○
シ
ニ
ア
美
術
展

対
象

県
内
に
住
む
昭
和
19
年
4
月

1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

（
県
美
術
協
会
会
員
を
除
く
）

部
門

▽
日
本
画
▽
洋
画
▽
彫
刻
▽

工
芸
▽
書
▽
写
真
（
6
部

門
）

※
　
申
込
期
限
や
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
卓
球
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

市
高
齢
障
害
課
高
齢
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

3
0
9
0

▽
シ
ニ
ア
美
術
展
　

(社)
福
岡
県
美
術
協
会

(

713)

4
2
0
0(

兼
用)

優
れ
た
作
品
、
埋
も
れ
た
人
材
を
発

掘
・
育
成
し
、
九
州
・
沖
縄
全
域
の
文

学
活
動
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
文
化
賞

で
す
。

対
象

九
州(
沖
縄
含
む)

在
住
者

募
集
作
品

未
発
表
の
作
品
で
、
4
0

0
字
詰
め
原
稿
用
紙
55
枚
〜
60

枚
の
も
の
（
ワ
ー
プ
ロ
の
場
合

は
、
1
枚
20
字
詰
め
20
行
）

作
品
選
考

▽
地
区
選
考
　
九
州
各
県
と
北
九
州

市
、
福
岡
市
の
10
地
区
に
分
け
、
地

区
優
秀
作
各
1
編
、
次
席
各
1
編
を

選
ぶ

▽
中
央
選
考
　
10
地
区
優
秀
作
か
ら
最

優
秀
作
1
編
を
選
ぶ

※
　
選
考
委
員
は
五
木
寛
之

い
つ
き
ひ
ろ
ゆ
き

さ
ん
（
作

家
）
ら
で
す
。

賞
金

▽
最
優
秀
作
　
文
藝
春
秋

ぶ
ん
げ
い
し
ゅ
ん
じ
ゅ
う

発
行
『
文

学
界
』
掲
載
、
賞
金
30
万
円

▽
地
区
優
秀
作
　
賞
金
5
万
円

▽
次
席
　
賞
金
2
万
円

応
募
期
限

8
月
31
日
(日)
（
必
着
）

※
　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

FAX
FAX

い
。

問
い
合
わ
せ
先

(財)
九
州
文
化
協
会
事

務
局

(

771)

0
1
8
8

(

兼
用)

小
学
生
が
対
象
の
ダ
ン
ス
ク
ラ
ス

「
A
M
I
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ダ
ン
ス
K

I
D
’
S
」
で
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
ベ

ー
ス
と
し
た
ダ
ン
ス
の
基
礎
を
指
導
し

ま
す
。

日
時

毎
週
水
曜
日

午
後
5
時
〜
7
時

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1

2
0)

会
費

月
額
2

5
0
0
円

問
い
合
わ
せ
先

秋
吉

0
9
0(

3
3
2
7)

3
3
1
4

市
営
住
宅
の
入
居
待
機
者
を
募
集
し

ま
す
。
待
機
者
は
、
9
月
〜
平
成
16
年

8
月
ま
で
に
空
室
が
生
じ
た
場
合
に
入

居
で
き
ま
す
。

申
込
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
案
内
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

案
内
書
配
布
・
受
付
期
間

7
月
1
日

(火)
〜
31
日
(木)

※
　
案
内
書
は
、
管
財
課
、
い
き
い
き

プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1
2
0)

で
配
布

し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

管
財
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
5

FAX
FAX

参
加
者
募
集

県
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭

小
説
募
集

九
州
芸
術
祭
文
学
賞

楽
し
く
踊
り
ま
せ
ん
か

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ダ
ン
ス
ク
ラ
ス

市
営
住
宅

入
居
待
機
者
募
集

あ
き
よ
し

キ

ッ
　
　
ズ



情
報
ひ
ろ
ば

16

高
齢
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す

春
日
市
の
国
民
健
康
保
険
の
加

入
者
で
、
昭
和
7
年
10
月
１
日
以

降
に
生
ま
れ
た
70
歳
以
上
の
人
に
、

「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」

を
交
付
し
ま
す
。

こ
の
受
給
者
証
が
あ
れ
ば
、
老

人
保
健
の
適
用
を
受
け
る
ま
で
の

間
、
病
院
で
診
療
を
受
け
た
と
き

の
負
担
が
１
割
（
世
帯
の
所
得
が
、

一
定
額
を
超
え
る
場
合
は
2
割
）

に
な
り
ま
す
。

す
で
に
高
齢
受
給
者
証
を
持
っ

て
い
る
人
に
は
、
新
し
い
受
給
者

証
を
7
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

現
在
の
受
給
者
証
は
、
7
月
31
日

ま
で
し
か
使
え
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課
国

保
担
当

1(

584)

１
１
１
１

5(

584)

１
１
４
１

国
保
い
ろ
い
ろ

筑
紫
野
警
察
署
は
、
犯
罪
の
発
生
に

歯
止
め
の
か
か
ら
な
い
管
内
の
情
勢
に

対
応
す
る
た
め
、
地
域
の
安
全
の
た
め

に
中
心
的
な
役
割
を
担
う
交
番
や
駐
在

所
を
再
編
し
て
治
安
回
復
に
努
め
て
い

ま
す
。

県
内
の
情
勢

▽
昨
年
の
刑
法
犯
罪
件
数
は
約
17
万
件

と
過
去
最
高
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
検
挙
率
は
16
％
と
低
迷

▽
人
口
1

0
0
0
人
あ
た
り
の
刑
法

犯
、
人
身
交
通
事
故
、
1
1
0
番
通

報
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
1
位

▽
ひ
っ
た
く
り
、
車
上
狙
い
、
強
制
わ

い
せ
つ
な
ど
の
街
頭
犯
罪
が
急
増

▽
社
会
の
24
時
間
化
に
つ
れ
て
夜
間
の

犯
罪
が
急
増

治
安
回
復
の
方
策

▽
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

▽
夜
間
休
日
体
制
の
強
化

組
織
の
再
編

▽
夜
間
の
対
応
が
不
十
分
な
駐
在
所
の

交
番
化

▽
十
分
な
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
た
め
の

交
番
の
大
型
化

春
日
市
内
で
も
、
昨
年
増
設
さ
れ
た

春
日
南
交
番
と
下
白
水
・
春
日
原
の
両

交
番
の
3
交
番
体
制
で
、
増
加
す
る
事

件
・
事
故
の
迅
速
な
処
理
、
常
時
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施
、
市
民
相
談
へ
の
き
め

細
や
か
に
対
応
な
ど
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。

○
交
通
安
全
サ
ポ
ー
ト
事
業

高
齢
者
や
子
ど
も
の
交
通
事
故
を

減
ら
す
た
め
、「
交
通
安
全
サ
ポ
ー

タ
ー
」
に
よ
る
管
内
巡
回
を
11
月
ま

で
行
い
ま
す
。

内
容

▽
高
齢
者
宅
訪
問
活
動

高
齢
者
宅
を
戸
別
訪
問
し
、

事
故
防
止
の
た
め
の
助
言
や
夜

間
歩
行
用
反
射
材
の
利
用
方
法

の
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▽
歩
行
者
の
保
護
誘
導
活
動

交
通
事
故
多
発
交
差
点
な
ど

で
、
高
齢
の
歩
行
者
や
登
下
校

中
の
児
童
を
保
護
誘
導
し
ま
す
。

▽
街
頭
広
報
活
動

広
報
車
に
よ
る
違
法
駐
車
防

止
な
ど
の
指
導
や
、
繁
華
街
で

の
交
通
安
全
チ
ラ
シ
配
布
を
行

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
野
警
察
署

(

929)

0
1
1
0

特
別
給
付
金
の
最
終
償
還
を
終
え
た

戦
没
者
な
ど
の
妻
や
父
母
な
ど
に
、
あ

ら
た
め
て
次
の
特
別
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

○
第
22
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」

第
17
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」
国

FAX

債
を
受
け
た
戦
没
者
な
ど
の
妻
に
、

額
面
2
0
0
万
円
の
特
別
給
付
金

(

国
債)

を
支
給
し
ま
す
。

○
第
21
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」

第
19
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」
国

債
を
受
け
た
戦
没
者
の
父
母
な
ど

に
、
額
面
1
0
0
万
円
の
特
別
給
付

金(

国
債)

を
支
給
し
ま
す
。

請
求
期
限

平
成
18
年
3
月
31
日

※
　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
計
画
課

地
域
福
祉
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

3
0
9
0

6
月
1
日
か
ら
発
足
し
た
、
新
規
・

成
長
分
野
な
ど
へ
の
企
業
の
進
出
や
雇

用
の
創
出
を
支
援
す
る
新
し
い
制
度
に

つ
い
て
の
説
明
会
で
す
。

日
時

7
月
8
日
(火)

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

会
場

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
福
岡
セ

ン
タ
ー
会
議
室
（
福
岡
市
博
多

区
冷
泉
町
5
―

32
オ
ー
シ
ャ
ン

博
多
ビ
ル
6
階
）

制
度
内
容

▽
中
小
企
業
基
盤
人
材
確
保
助
成
金

▽
中
小
企
業
雇
用
管
理
改
善
助
成
金

▽
そ
の
他
創
業
支
援
策

問
い
合
わ
せ
先

同
福
岡
セ
ン
タ
ー
企

画
部
門

(

262)

2
1
1
3

(

262)

2
2
2
0

FAX FAX

市
内
で
事
業
を
営
む
人
や
、
こ
れ
か

ら
独
立
し
て
開
業
し
よ
う
と
す
る
人
を

対
象
と
し
た
、
青
年
経
営
者
の
集
い
で

す
。ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

7
月
25
日
(金)

午
後
7
時
30
分
〜
9
時

(

受
付
　
午
後
7
時
〜)

会
場

市
商
工
会
館
大
ホ
ー
ル(

伯
玄

町
2
―

24)

内
容

▽
若
手
経
営
者
の
体
験
発
表
▽

名
刺
交
換
会
▽
懇
談
会
な
ど

参
加
費

1

0
0
0
円

申
込
方
法

7
月
22
日
(火)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
商
工
会

(

581)

1
4
0
7

(

575)

0
7
0
2

失
業
で
生
計
を
維
持
す
る
こ
と
が
困

難
に
な
っ
た
世
帯
に
、
再
就
職
ま
で
の

間(

離
職
の
日
か
ら
2
年
以
内)

、
生
活

資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

貸
付
限
度
額

月
額
20
万
円

貸
付
期
間

12
か
月
以
内

貸
付
利
率

年
3
％

※
　
対
象
者
の
条
件
や
連
帯
保
証
人
、

償
還
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
社
会
福
祉
協
議
会

(

581)
7
2
2
5

(

581)

7
2
5
8

FAX FAX

�

そ
の
他

安
全
・
安
心
の
地
域
社
会
づ
く
り

筑
紫
野
警
察
署

継
続
支
給
し
ま
す

特
別
給
付
金

春
日
市
商
工
会
青
年
部

青
年
経
営
者
の
集
い

県
社
会
福
祉
協
議
会

離
職
者
支
援
資
金
貸
付

雇
用
・
能
力
開
発
機
構

創
業
支
援
の
新
制
度
説
明
会

れ
い
ぜ
ん
ま
ち



福
岡
平
野
の
最
高
峰
「
背
振
山
」。

い
つ
も
見
慣
れ
て
い
る
こ
の
山
は
、
頂

上
八
合
目
以
上
が
三
角
形
に
と
が
り
、

独
特
の
形
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
秀
麗

な
姿
は
市
内
の
ど
こ
か
ら
で
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

背
振
山
の
頂
上
ま
で
は
、
早
良
区
板い
た

屋や

か
ら
と
佐
賀
県
背
振
せ
ふ
り

村
か
ら
登
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
福
岡
県
側
は
厳
し
い

傾
斜
で
、
佐
賀
県
側
は
緩
や
か
な
傾
斜

で
す
。
車
で
登
る
と
、
駐
車
場
か
ら
自

衛
隊
レ
ー
ダ
ー
基
地
の
脇
を
通
っ
て
、

急
な
坂
道
が
頂
上
へ
通
じ
て
い
ま
す
。

頂
上
に
立
つ
と
、
眼
下
に
油
山
山
系

が
見
え
、福
岡
平
野
を
一
望
で
き
ま
す
。

そ
の
眺
望
は
、す
ば
ら
し
い
も
の
で
す
。

江
戸
時
代
の
地
誌
、
筑
前
続
風
土
記

ち
く
ぜ
ん
ぞ
く
ふ
ど
き

に
は
「
山
上
か
ら
南
は
、
肥
前
ひ
ぜ
ん

、
薩
摩
さ
つ
ま

、

日
向
ひ
ゅ
う
が

、
豊
前
ぶ
ぜ
ん

の
諸
山
見
ゆ
。
北
は
春

の
く
も
ら
ざ
る
日
は
壱
岐
い

き

、
対
馬
つ
し
ま

ま
で

見
ゆ
。
秋
天
気
晴
朗
な
る
日
は
朝
鮮
国

見
ゆ
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以

前
、
鎌
倉
時
代
の
末
ご
ろ
成
立
し
た
と

さ
れ
る
宴
曲

え
ん
き
ょ
く（

武
士
階
級
の
宴
席
な
ど

で
歌
わ
れ
る
歌
曲
で
、早
歌
そ
う
か

と
も
い
う
）

集
の
中
で
、「
背
振
山
霊
験
れ
い
げ
ん

」
に
も

「
隔
て
る
雲
の
な
か
り
せ
ば
。
高
麗
唐

こ
う
ら
い
と
う

や
百
済
く
だ
ら

ま
で
も
（
見
ゆ
）」
と
、
玄
界
げ
ん
か
い

灘な
だ

ま
で
見
渡
せ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
透
明
度
の
高
い
日
に
は
対

馬
ま
で
見
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

さ
す
が
に
韓
国
ま
で
は
見
え
な
い
よ
う

で
す
。
江
戸
時
代
ま
で
は
、
今
と
違
っ

て
、
大
気
汚
染
も
な
く
、
人
々
の
目
も

良
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

頂
上
か
ら
遠
く
ま
で
見
渡
せ
る
と
い

う
こ
と
は
、
逆
に
遠
く
か
ら
で
も
山
が

見
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。背
振
山
は
、

福
岡
平
野
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
信
仰
を

集
め
、
海
上
遠
く
か
ら
も
視
認
さ
れ
、

福
岡
平
野
へ
至
る
航
行
標
識
と
な
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

伝
承
で
す
が
、
背
振
山
霊
に
は
、
渡

唐
す
る
前
に
、
空
海
く
う
か
い

や
最
澄

さ
い
ち
ょ
う

、
慈
覚
じ
か
く

、

智
証
ち
し
ょ
う

が
入
山
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
後
、
栄
西
え
い
さ
い

も
入
山
し
て
い

ま
す
。
彼
ら
は
、
渡
海
の
安
全
を
祈
っ

て
、
山
に
登
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
背
振
は
高
山
で
す
が
、「
海
の

神
」
の
側
面
も
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

こ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
、
背
振
神
社

の
祭
神
、
宗
像
三
女
神

む
な
か
た
さ
ん
め
が
み

で
す
。
つ
ま
り

航
海
の
神
そ
の
も
の
な
の
で
す
。
そ
し

て
、
そ
の
起
源
は
、
平
安
時
代
よ
り
は

る
か
遠
い
過
去
、
こ
の
辺
り
が
「
ナ
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会
　
寺
崎
直
利

て
ら
さ
き
な
お
と
し

294
背
振
山

せ
ぶ
り
や
ま

情
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平
成
15
年
度
中
学
校
制
服
納
入
業
者

を
決
め
る
一
般
競
争
入
札
の
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

日
時

7
月
7
日
(月)

午
後
2
時
〜

(

受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜)

会
場

市
役
所
4
0
6
会
議
室

参
加
資
格

次
の
い
ず
れ
の
要
件
に
も

該
当
す
る
こ
と

①
学
生
服
の
販
売
や
修
理
な
ど
の
対

応
を
、
3
年
間
継
続
し
て
で
き
る
こ

と
②
市
内
ま
た
は
市
周
辺
地
域
に
店
舗

な
ど
が
あ
る
こ
と

※
　
説
明
会
終
了
後
、
入
札
参
加
申
し

込
み
の
受
付
を
行
い
ま
す
。
申
し
込

む
場
合
は
、
②
を
証
明
す
る
資
料
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
5
3

収
入
な
ど
が
少
な
く
国
民
年
金
保
険

料
の
支
払
い
が
困
難
な
場
合
、
保
険
料

を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

7
月
1
日
か
ら
、
15
年
度
の
保
険
料

免
除
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
希
望
す

る
人
は
、
早
め
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。
免
除
さ
れ
る
保
険
料
は
、
申
請
し

た
月
の
前
月
分
か
ら
翌
年
の
6
月
分
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。 FAX

な
お
、
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
免
除

を
希
望
す
る
人
も
新
た
に
申
請
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
年
金
手
帳
▽

印
か
ん
▽
1
月
以
降
に
転
入
し

た
人
は
平
成
15
年
度
（
平
成
14

年
中
）
の
所
得
額
を
証
明
で
き

る
も
の

※
　
失
業
な
ど
の
理
由
で
申
請
す
る
人

は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た

は
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど

も
必
要
で
す
。

○
学
生
の
場
合
は
学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
に
は
、
保
険
料
の
納
付
を
猶

予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合
も
、

毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。
4
月
か
ら

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
す

る
人
は
、
早
め
に
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
年
金
手
帳

▽
学
生
証
ま
た
は
在
学
証

明
書
▽
印
か
ん

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課

年
金
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
1

J
R
大
野
城
駅
西
口
駅
前
広
場
に
関

す
る
都
市
計
画
の
変
更
案
を
作
成
し
ま

し
た
。

こ
の
駅
前
広
場
は
、
春
日
市
域
に
も

ま
た
が
る
こ
と
か
ら
、
春
日
市
で
も
計

FAX

画
案
を
縦
覧
し
ま
す
。

内
容

都
市
計
画
道
路
・
春
日
原
上
大

利
線
の
変
更
（
同
道
路
の
付
帯

施
設
で
あ
る
大
野
城
西
口
駅
前

広
場
の
拡
張
）

縦
覧
期
間

6
月
30
日
(月)
〜
7
月
14
日

(月)
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

時
間

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

市
都
市

計
画
課
計
画
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
3

FAX

中
学
校
制
服
納
入
業
者

一
般
競
争
入
札
説
明
会

７
月
１
日
か
ら
受
付
開
始

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請

縦
覧
し
ま
す

都
市
計
画
案

背振山山頂
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今
年
も
各
館
に
「
お
ば
け
や
し
き
」

が
登
場
し
ま
す
。

そ
こ
で
、「
お
ば
け
や
し
き
」
の
お

手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
あ
な
た
も

こ
わ
〜
い
お
ば
け
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
大
人
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

詳
し
く
は
、
各
児
童
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

7月�
行事予定表�

須玖児童センター�
（５７３）２４３１�

須玖南１－９１�

光町児童センター�
（５０１）７０１４ �

光町２-１８０-４�

毛勝児童センター�
（５８１）５６１４�

大土居１-３８�

す　ぐ� ひかりまち� け か つ �

ぼうけんまる七夕まつり　午後3時～�

ハイハイたんぽぽ広場　午前11時～正午�

すくすく育児相談　午前10時～11時30分�
赤ちゃん広場　午前11時30分～正午�

おほしさまキラキラ（プラネタリウム）�
①午後2時～②午後3時～③午後4時～�

おほしさまキラキラ（プラネタリウム）�
①午後2時～②午後3時～③午後4時～�

おほしさまキラキラ（プラネタリウム）�
①午後2時～②午後3時～③午後4時～�

おほしさまキラキラ（プラネタリウム）�
①午前11時～②午後2時～③午後3時～④午後4時～�
和紙で花作り（リナム）　午後1時30分～�
小学生以上、10人、200円�

おほしさまキラキラ（プラネタリウム）�
①午前11時～②午後2時～③午後3時～④午後4時～�
�

一輪車教室　午後2時～、小学生以上、�
10人�

おまたせ！トランポリン　午後3時～�

おはなしはじまるよ�
午前11時～11時30分�

トランポリン　午後3時～�

水あそび　午前10時30分～正午�
小学1・2・3年生�

ビーズＤＥブレスレット　午前11時～�
小学生以上、15人、200円�

7日、14日、15日（安全点検日）、21日（海の日）、22日（海の日の振替休日）、28日�

※　　　（網がけ）している行事は、幼児も参加できます。保護者同伴で遊びに来てください。�

※ 表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。�

※ 　は申し込みが必要な行事です。申し込みは7月1日（火）午後5時から受け付けます。（電話可 ・小学生以上は本人が申し込む）�

あつまれ！ボランティア　午後2時～�

ヨチヨチ広場（1歳児向き）午前11時～正午�

ママの“ホッ”とタイム　(ビーズアクセサリー）�
午前10時～正午、15人、800円�
※託児（1人500円）の申し込みは3日まで�

“しゃぼんだま”のたのしいおはなし�
午後1時～1時30分�

あそびの出前児童センター�
午後1時30分～3時、場所：春日野小学校�
多目的ホール�

おばけやしき�
①午後1時～3時(受付：午後0時30分）�
②午後7時～9時（受付：午後6時）�

さくらんぼ広場　午前11時～正午�
場所：春日公園公民館�

プールあそび�
①幼児向き　午前10時30分～正午�
②小学生向き　午後2時～3時30分�

一輪車でゴー！ゴー！！�
午前10時30分～正午�
おばけやしきスタッフあつまれ！　午後2時～�

ピヨピヨ広場　午前11時～�
1日、16日�

たんぽぽ広場　午前11時～�
1日�

川遊びに行こう！�
場所：中ノ島公園（那珂川町）�出発時刻　光町：午前10時、須玖：午前10時15分、毛勝：午前10時30分　帰着時刻（予定）　午後4時�

小学4年生以上、各館10人、弁当・水筒・水着など持参、　　※天候により中止することがあります。�

アップル広場　午前11時～�
1日�

ハイハイ広場（0歳児向き）午前11時～正午�

挑戦ギネス　午後2時～� 今日のおはなしな～に？　午後2時～�

おばけやしき　スタッフあつまれ！　午後2時～�

ショットガンタッチ　午後2時～、小学生以上�

おばけやしき�
①午後1時30分～4時�
②午後6時30分～9時、各300人（先着順）�
※夜の部に参加する小学生以下は、保護者の送迎が必要です。�

つめたーいデザート作り�
①午前10時～11時②午後2時～3時�
小学生3年生以上、各8人、200円�

水鉄砲あそび　午後2時～4時�
小学生以上　20人　水鉄砲持参�

Pico（ピコ）ランド�
午前10時30分～11時30分�
場所：上白水公民館�

めざせオリンピック！（潜水大会）午後2時～�

4日（金）�

5日（土）�

6日（日）�

8日（火）�

11日（金）�

12日（土）�

13日（日）�

16日（水）�

17日（木）�

18日（金）�

19日（土）�

20日（日）�

23日（水）�

24日（木）�

25日（金）�

26日（土）�

27日（日）�

29日（火）�

30日（水）�

31日（木）�

幼児向け�
遊びの広場�

伝言版�

休館日�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

夏
だ
！
ひ
〜
ん
や
り

お
ば
け
や
し
き



曇
り
の
ち
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れ
・
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ズ
・
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道
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仲
良
し
姉
妹
は
ラ
イ
バ
ル

原
田
麻
美

は
ら
だ
あ
さ
み

さ
ん
（
17
歳
）

原
田
聡
美

は
ら
だ
さ
と
み

さ
ん
（
15
歳
）

夏
目
前

広
報
に
異
動
し
た
直
後
、
散
歩
道
を

ど
う
に
か
書
き
終
え
て
ホ
ッ
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
も
つ
か
の
間
、
も
う

二
度
目
の
担
当
を
迎
え
ま
し
た
。
6
月

で
2?
歳
に
な
り
、
月
日
が
経
過
す
る
早

さ
を
痛
感
し
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で

す
▼
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
近
づ
き
つ

つ
あ
る
夏
を
肌
で
感
じ
、
何
と
な
く
嬉

し
く
な
り
ま
す
。
そ
の
最
大
の
要
因
は
、

夏
の
風
物
詩
と
も
い
え
る
「
甲
子
園
」。

自
分
自
身
が
高
校
球
児
だ
っ
た
、
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
毎
年
、
全
国

の
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ー
ム
が
頂
点
を
目
指

し
て
見
せ
る
熱
い
試
合
に
は
、
た
と
え

選
手
た
ち
と
の
年
齢
が
徐
々
に
離
れ
て

い
き
つ
つ
あ
っ
て
も
、
感
動
を
共
有
せ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
▼
そ
れ
か
ら
、

旅
行
も
楽
し
み
の
一
つ
。
私
も
、
前
号

の
○川
同
様
、
南
国
へ
行
く
の
が
好
き
な

の
で
す
が
、
旅
費
を
少
し
で
も
浮
か
せ

よ
う
と
考
え
る
と
、
時
期
は
必
然
的
に

限
ら
れ
ま
す
。
昨
年
は
宮
古
島
へ
行
っ

た
の
で
す
が
、
台
風
の
直
撃
を
受
け
、

飛
行
機
が
飛
べ
ず
、
結
局
3
泊
延
長
す

る
羽
目
に
。「
安
く
・
短
く
」
の
つ
も
り

が
「
高
く
・
長
く
」
つ
い
て
し
ま
い
ま

し
た
▼
さ
て
、
い
っ
た
い
今
年
の
夏
は
、

ど
ん
な
出
来
事
で
私
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
の
や
ら
。
た
だ
し
、
昨
年
の
二
の

舞
い
は
困
り
ま
す
が
…
。

○ひ

な�る�ほ�ど�

平成16年の成人式は？

① 1月10日
② 1月12日
③ 1月15日

親子野外料理教室で作らな
いものは？

①炊き込みご飯
②餃子
③八宝菜

今月のサタデープロジェク
トは？

①森でクラフト作り
②森でソーセージ作り
③森でスケッチ

春日市の保護司は何人？

①30人
②31人
③32人

7月は？

①動物愛護月間
②河川愛護月間
③人愛護月間

10人に図書券（500円分）が
当たります！

問１�

問２�

問３�

問４�

問５�

問1 ③７人
問2 ①自律訓練法
問3 ②６月１５日
問4 ①ちびっこ広場
問5 ③新しいスポーツ

（応募総数　70通）

応募方法 ハガキに、①この市
報の月日号②答え③住所④氏
名⑤電話番号⑥市報に対する
ご意見などを書いて送ってく
ださい。
あて先 〒816－8501
春日市役所広報担当
締め切り日
7月22日火(必着)

※　答えはすべてこの市報の中
にあります。なお、賞品の発
送をもって発表に代えます。

前
回
の
答
え

取
材
先
の
公
民
館
の
大
広
間
で
、
羽
織

は
か
ま
姿
の
女
性
が
二
人
、
詩
吟
に
合
わ

せ
て
舞
っ
て
い
ま
す
。
曲
の
旋
律
に
呼
吸

を
合
わ
せ
、
感
情
を
入
れ
な
が
ら
優
雅
に
、

時
に
力
強
く
「
詩
舞
」
を
舞
い
終
え
る
と
、

二
人
の
額
に
汗
が
に
じ
み
、
大
き
く
息
が

弾
み
ま
す
。

二
人
は
、
こ
の
ほ
ど
「
詩
舞
コ
ン
ク
ー

ル
福
岡
県
大
会
」
で
優
勝
し
た
原
田
聡
美

さ
ん
と
、
そ
の
姉
で
準
優
勝
の
麻
美
さ
ん

で
す
。
共
に
高
校
生
で
、
今
月
6
日
の
九

州
大
会
に
向
け
、
猛
稽
古
に
励
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
し
た
。

二
人
が
詩
舞
を
始
め
た
の
は
、
大
野
城

市
に
住
ん
で
い
た
小
学
生
の
こ
ろ
で
、
ま

ず
妹
の
聡
美
さ
ん
が
、
勧
め
ら
れ
て
近
く

の
公
民
館
の
教
室
に
入
会
。
め
き
め
き
上

達
し
て
い
く
妹
を
横
目
で
眺
め
て
い
た
姉

の
麻
美
さ
ん
も
、
半
年
遅
れ
で
入
会
し
ま

し
た
。

こ
の
日
以
来
、
あ
る
と
き
は
姉
妹
と
し

て
仲
良
く
、
ま
た
あ
る
と
き
は
ラ
イ
バ
ル

と
し
て
芸
を
競
い
合
う
日
々
が
今
日
ま
で

続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
「
詩
舞
」
に
打
ち
込
む
二

人
は
、
高
校
生
と
し
て
勉
学
に
も
励
ん
で

い
ま
す
。
将
来
、
麻
美
さ
ん
は
作
業
療
法

士
、
聡
美
さ
ん
は
体
育
教
師
に
な
る
夢
に

向
か
っ
て
大
学
や
専
門
学
校
を
目
指
し
ま

す
。最

後
に
、
九
州
大
会
へ
の
決
意
を
た
ず

ね
る
と
、
一
人
は
「
決
し
て
負
け
な
い
」

と
頼
も
し
い
一
言
。
そ
し
て
も
う
一
人
は

「
自
分
の
納
得
が
い
く
舞
を
」
と
あ
く
ま

で
マ
イ
ペ
ー
ス
。
日
本
古
来
の
伝
統
文
化

を
受
け
継
ぐ
仲
良
し
姉
妹
の
健
闘
を
祈
り

ま
す
。

伝
統
文
化
「
詩
舞
し

ぶ

」
を
受
け
継
ぐ（

大
谷
）



6月8日、市役所市民駐車場で春

日市生活環境組合連合会主催の春

のガレージセールが行われました。

このガレージセールは、年2回行

っていて、家庭に眠っている日用

品を必要な人に譲り、ムダなゴミ

を減らし、環境にやさしい生活を

目指そうというものです。

この日は、真夏のような日差し

の中、127もの店が並び、市内・

外を問わず、たくさん人が掘り出

し物を見つけようと訪れました。

NPO法人子育てネットワーク春日による「親

子でスキンシップ」が、5月31日、ぽれぽれ館

(春日1―31)で行われました。

これは、父親や母親が、子どもと一緒に体を

使って大胆に遊ぶことで絆
きずな

を深めようと、レク

リエーション指導員の辻広明
つじひろあき

さんを招いて行っ

たもの。

25組の参加者は、辻さんにならって子どもを

両手で高く抱え上げたり、両ひざで支えて空中

遊泳させたりと、力強い親子遊びを楽しんでい

ました。

辻さんは、「抱っこしたり体をさすったりす

るだけでもいい。夜泣きやぐずった時にも子ど

もをリラックスさせるのに効果的」とスキンシ

ップの大切さをアドバイスしていました。

（広報レポーター　山脇友子
やまわきともこ

）

大盛況　春のガレージセール

親子でスキンシップ遊び　「ぽれぽれ館」

市 の 人 口

●総人口 108,705人

（前月比+56人）

女 55,136人　男 53,569人

●世 帯 数 42,303世帯

●転 入 579人　　●出 生 106人

●転 出 521人　　●死 亡 37人

◆
モ
デ
ル
さ
ん
に
は
、
こ
の
写
真
を
差
し

上
げ
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲お父さんやお母さんとのスキンシップに子どもたちは大喜び

▲5月25日 春のクリーン作戦（松ヶ丘）

▲品物を手に取る姿は真剣！
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6月13日、市民スポーツセンターにて。
この日は「子ども自転車大会」が行われ、
市内の65人の小学生が自転車運転の正
確さ、安全性を競いました。

表
紙
の
写
真

(5/31現在)




